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１．はじめに 

 日本史学者は歴史資料（以下，史料）を収集・読

解・分析することで，研究課題を解明していく[1]．

分析の過程では、日本史学者は大量の史料を効率よ

く分析する必要があり，この過程を支援するシステ

ムが必要であるのにも関わらず，未だ研究事例が少

なく充分に支援されていると言えない．本稿では，

トピックモデルを用いることで史料の自動分類を行

い，その結果を可視化することで歴史学的見地にも

とづいた史料分析を支援するシステムの提案を行う．

例として，鎌倉中期の公家の広橋（藤原）経光の日

記(1212~1274)である『民経記』を対象に，評価・

検討を行った． 

 

２．日本史学者の要求分析 

システム方法論の手法に基づき，日本史学者の要

求分析をした結果，日本史学者の要求として分析結

果の有用性と理解しやすさの向上があげられること

から、史料分析の支援には，史料からトピックを検

出し，結果をわかりやすく提示する UI が必要であ

ることがわかった．  

 

３．史料へのトピックモデルの適用 

トピックモデルは対象とするデータから潜在

する話題（トピック）を検出することができる教

師なし学習の 1 つである．トピックモデルを歴史研

究に応用した先行事例として山田ら[2]の研究が挙

げられる．山田らは史料内の人物の関係を明確にす

ることはその時代の歴史像を解明することにつなが

ると考え、史料に LDA（Latent Dirichlet Allocation）

[3] を適用することで，テキスト内の人物の共起関

係を基に潜在する意味関係を検出し，人物間の関係

性を検出した．本稿では，人物だけではなく，史料

に出現する語句も史料の特徴語として捉え，LDA

の変数として組み込むことで，各史料のトピックを

推定する．本稿における LDA による史料の生成確

率は次式のとおりである． 

𝑝(𝑑|𝛼, 𝛽) =  ∫ 𝐷𝑖𝑟(𝜃|𝛼)(∏ ∑ 𝑝(𝑤𝑛|𝑧𝑘 , 𝛽)𝑝(𝑧𝑘|𝜃))𝑑𝜃
𝐶
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αと βはパラメータ，𝑧 = 𝑧1, 𝑧2, … , 𝑧𝑐は潜在トピッ

ク，𝜃 = 𝜃1, 𝜃2, … , 𝜃𝑐は潜在トピックの生成確率，

𝐷𝑖𝑟(𝜃|𝛼)はディレクトリ分布， 𝑑 = (𝑤1, 𝑤2 … , 𝑤|𝑑|)

は史料，𝑤𝑛は特徴語，|d|は史料 d の特徴語数を表す． 

また，史料には時間データがあることからトピッ

クの時系列変化を抽出する． 

 

４. システム概要 

 
図１:システムの概念図 

 

 開発したシステムを５つの機能に分けて説明する． 

4.1 語彙を選定する機能 

 LDA を実行する上で必要な Bag-of-Words に含め

る語句を選定する．本稿では史料を理解する上で重

要である人名と語句を選定した．また，人名の言い

換え表現による重複・抜け落ちを回避するために，

役職表現の抽出も行った． 

 人名は人名レポジトリ[4]を使用し，語句は n-

gram 分割により抽出された語句のうち，Web 上で

公開されている百科事典(コトバンク)に存在する語

句を選定した． 

 役職は，史料中の<役職（氏名＋名前）>という

パターンに一致する表現及び史料が作成された時代

に対応する官位リストを使用した． 

 『民経記』では語句の異なり数は 4004，述べ

122023，人物の異なり数は 3360，述べ 54967だっ

た． 

4.2 構造化する機能 

 史料中の役職表現がどの人物を指すのかを明確に

するために文書の構造化を行う．4.1 で選定した役

職と人物を結びつけ，人文学資料の構造化ルールを

定める TEI ガイドラインに基づいてタグ付け及び構
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造化を行った． 

4.3 解析する機能 

 本稿では，LDA の計算にはオーブンソースライ

ブラリであるGensimを用いた．GensimではLDAの

解法にオンライン変分ベイズ[5]を使用することで，

高速な学習を実現している． 

 入力には語彙と ID，出現回数の対応表である

dictionaryとベクトル表現された史料である corpusが

必要であり，4.2 で作成した構造化された史料から

dictionary を，dictionary と構造化された史料から

corpus を作成した．また，学習中に corpus を通過す

る回数である passesについては，本稿では default値

として perplexityが凡そ収束する 50を設定した． 

4.4 関係性を築く機能 

 LDA を実行後の出力を変形し，UI に表示すべき

内容を作成する．ここでは，トピックに対して関連

度が高い単語を再び語句と人物に区別した．また，

日記である対象史料から日付情報を抽出し，トピッ

クの時間変化抽出を行った．図 2はトピック数 11の

場合の時系列変化のグラフである． 

 

 
図 2:トピックの時系列変化の積み上げグラフ 

 

4.5 可視化する機能 

 トピックごとの語句/語句ごとのトピック割合/史

料ごとのトピック割合を表示する３つの画面を作成

する．データをリストやグラフの形で表示し，史料

中の単語をトピックで色付けし，リンク機能を実装

することでユーザビリティの向上を目指した．また，

トピック数をユーザーが設定できるように実装した． 

 
図 3:UIの例.語句と人物のリストとトピックの時系列変化 

 

５．評価 

 例としてトピック数を 11 とし，LDA の結果の検

証を行う．表 1 は 11 のトピックの中から考察のた

めに選択したトピックと，上位 10 語句と人物であ

る．Topic2 は暦注に関するトピックであり，人物か

らは筆者の家族及び天皇が関係していることがわか

る．Topic3 は神仏関係のトピック，Topic6 は政務関

係のトピックである．その他のトピックでも同じよ

うに有用な意味を検出することができた．  

 
 表 1:トピックと関連する語句及び人物 

橙:筆者の親族 ピンク:皇族 黄:政務 青:神仏関係 緑:暦注  

灰:地の文 白:判断できないもの 

 
 

６．おわりに 

本稿では，人物と語句をBag-of-Wordsの対象とし

『民経記』の LDA 分析を行った．結果を語句と人

物で分け，時系列グラフを作成することでトピック

を効率的に理解することを可能とした．また，結果

を表示する Web Applicationの設計を行った． 

今後の課題として，『民経記』だけではなく，他

の史料にも応用できる柔軟なシステムの開発があげ

られる．また Voyant Toolsや KHcoderなどの既存の

分析支援システムとの差別化を図りながら，日本史

学者の要求を満たすような UI の開発を目指す予定

である． 
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